
OCMA-555-H クイックマニュアル
ご使用の前に：装置本体は直接風の当たらない場所や温度が安定している場所に置くことを推奨します。

OCMA-555-Hは、固体に付着する油分濃度を測定します。
操作はおもに、下記の手順で進められます。操作のながれ

準 備
（暖機運転、器具類）

校 正 測 定

電源を入れ、暖機を始める
※ウォームアップアイコンが点滅中は校正
　および測定ができません

1

試薬 ※校正には、測定に使用するものと同じロットの油分抽出溶媒をお使いください

用意するもの

マイクロシリンジ
1本

250mL
メスフラスコ 1個

油分抽出溶媒 トリデカンまたは
測定対象の油種

● 油分抽出溶媒  H-519　● 校正用スパン液　

校正用スパン液調製例 ※体積は油種によって変わります
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校正値濃度
（mg/L）

メスフラスコ
容量（mL） 体積（μL） 質量（mg）

トリデカン採取量校正用スパン液
濃度（mg/L）
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❶トリデカン（または測定対象の油種）をマイクロ
シリンジで採取し、メスフラスコに入れる

❷油分抽出溶媒H-519をメスフラスコの基線まで加える
❸メスフラスコの栓をして、よく混合する
❹完成した校正用スパン液は採取しやすいように、
ビーカにうつすと便利です

※校正用スパン液の調製については以下の表をご参考ください

調製方法

校正用スパン液の作り方

2

器具
準備物を用意する

保護の手袋・メガネ・マスク
油分抽出溶媒や試料に直接
触れないよう、必要に応じて
お使いください

10mL計量
シリンジ 1本
油分抽出溶媒および試料を
採取する際に使用します

200mLビーカ
3個
油分抽出溶媒、校正用スパン
液のほか排液を入れるために
使用します

試料
● 測定対象の固体に付着した油分を油分
　抽出溶媒に抽出したものを試料とします
  15mL～ ※お客様の測定条件により異なります

抽出方法は
こちらを
ご参考ください

準 備

空のガラス瓶
使用済みの油分抽出溶媒を
入れておきます

パラフィルムまたは
ラップフィルム
油分抽出溶媒を入れる
ビーカの蓋として使用します

電源
スイッチ H-519

※使用する器具は清浄な油分抽出溶媒H-519で
　洗浄してください
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測定セルにキャップを
はめます

3

MEAS

MEAS

1 　　 を押して、

画面の工程表示を
ホールド測定に
します

DATA CAL

ESC

ENT

MEAS

1
CALCAL

CALCAL
MEASDATA

ゼロ校正

SET

ESC

ENT

1 ホールド測定トップ画面

表示状態で 　　 を

押して、画面の工程
表示をスパン校正に
します

CALCAL

CALCAL
MEASDATA

スパン校正

SET

ESC

ENT

測定値の表示が点滅から
点灯に変わったら、設定した
校正値濃度が表示されます

65 測定部蓋を閉めて、

　　 を押します
ENT

予備測定と同じ手順で
測定セルを装置にセット
します

4

測定値の表示が点滅から
点灯に変わったら、測定結果
が表示されます

65 測定部蓋を閉めて、

　　 を押します
ENT

ENT

SET

ゼ
ロ
校
正

ス
パ
ン
校
正

測定セルに
油分抽出溶媒を
測定セルの規定の
位置まで入れます

2

測定セルに
校正用スパン液を
測定セルの規定の
位置まで入れます

2

6.5mL

油分抽出
溶媒

6.5mL

校正用
スパン液

ホールド測定

予備測定と同じ手順で測定セルを
装置にセットします

4

ENT

SET

2 用意した試料を、
測定セルの規定の
位置まで入れます

6.5mL

試料

※予備測定　測定セルの温度をホールド測定状態と合わせるため、各校正前と測定開始前に予備測定を行ってください
測定セルにキャップを
はめます

41 ホールド測定トップ画面

表示状態で 　　 を

押して、画面の工程
表示をホールド測定
にします

測定セルに❷と同じ試薬または
試料を測定セルの規定の位置
まで入れます

3

❷で使用する
試薬・試料

または油分抽出溶媒

6.5mL

測定セルの白色丸印を
手前側にして、セルホルダに
押し込むようにセットします

5

❷で使用する
試薬・試料または
油分抽出溶媒

測定セルを共洗いするため、
❷で使用する試薬または試料を
1ｍL程度入れ、振りまぜて捨てる
作業を2回繰り返します

2

1mL
程度

CAL MEASDATA

ホールド測定

SET

ESC

ENT

6 測定部蓋を閉めて、

　　 を押します
ENT

ENT

SET

7

ESC

測定値の表示が点滅から
点灯に変わったことを確認し、

　　 を押します

ホールド測定モードの開始状態
に戻ります

ホールド測定トップ画面

表示状態で 　　 を

押して、画面の工程
表示をゼロ校正に
します

測定セルにキャップを
はめます

3

測定セルの窓は
素手で触らず、
指紋などで汚れない
ようにしてください

測定セルの窓は
素手で触らず、
指紋などで汚れない
ようにしてください

測定セルの窓は
素手で触らず、
指紋などで汚れない
ようにしてください
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SET

校 正 （各校正の前に予備測定（※）を行ってください）

測 定 （測定の前に予備測定（※）を行ってください）

の順に実施してくださいゼロ校正 スパン校正


